
学校名 北杜市立明野小学校 教科等 
国語科 

総合的な学習の時間 

研究主題 
新たな学びの姿に向けた授業の創造 

－明野スタイル学習の実践－ 

 

１．研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

①学習者主体の学びの推進 

・１人１台端末の活用推進 

・児童同士の関係性の質向上に向けた実践 

・自己決定場面の設定 

・探究のサイクルを意識した授業実践 

②学習者の自己調整や教師の授業構想・評価を支える手立ての検討及び実践 

・ファシリテート型授業の理論研究 

・条件下での裁量を与えるフレームの先出し 

・ICTを活用した学習進捗状況の可視化 

③新たな校内研の在り方の検討及び実践 

・クラウド環境を活用した校内研の実施 

・外部講師による日常的な参観支援体制 

・全学級による授業公開 

・公開研究会の運営における新たな取組 

 

（２）具体的な研究活動 

①・国語科を中心に、様々な教科において１人１台端末を活用し、児童に活動を委ねる場面を教師が

意識しながら、単元や授業を構成した。 

・日常的な１人１台端末の活用と児童同士の関係性の質向上をねらった対話の機会を保障し、学習

場面においても児童自身が日常生活での経験を生かせるようにした。 

・自己決定の経験を重ねることが自律性の成長を促すと考え、各学年の実態や各教科等・単元の目

標に応じて、様々な自己決定場面を設定した。 

・先進校実践を参考に、学年の壁をなくして各自で探究活動に取り組む「個人総合」を年間 20   

時間設定した。 

 

②・上越教育大学阿部隆幸先生、文教大学  

小幡肇先生を講師に招聘し、教師の   

ファシリテートの在り方や授業における

子供の見取り方等を学んだ。それを基に  

教職員間でマインドセットを共有し、授業

改善を進めた。 

・授業において、上記講師による理論研究を

基にして、学習者の自己調整と教師の単元

を見通した授業構想及び評価を支えるた

め、学習内容の先出し（フレームの先出し）

や学習進捗状況を可視化するシートの 

導入を推進した。 

 

 

 

 



③・連絡、研究会の資料提示等をクラウド上で行った。 

・「有識者による学び＝放課後」という当たり前を打破し、指導主事や大学教授といった有識者 

に授業を日常的かつ定期的に参観していただき、即時にフィードバックをいただいたり、教師

や子供の変容を見取っていただいたりした。10 回の公開授業を行い、のべ 70 名以上（公開を 

含めると 110名以上）の方が来校した。 

・全学級による公開研究会を企画し、クラウド上で共同編集しながら、指導案を作成した。 

・公開研究会においては、授業の公開のみならず、参考書籍の展示や受付の DX 化、保護者及び 

学校運営協議会等の協力による当日の運営等、新たな形での運営に取り組んだ。 

 

２．研究の成果と課題（〇成果 ▲課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①○学校として毎週の対話や１人１台端末の活用が定着してきた。学習の自己調整につながるよう

に足場を作ることが子供の安心感や意欲につながる。 

〇自己決定については、何度も経験を積ませることで、徐々に学習の目的に応じた決定が自らで

きるようになる様子が見られた。 

○明野スタイル学習（通称：あけスタ）では、選択や決定が重要であった。学びの中で「選択    

する」場面があることで、子供たちは主体的に活動に取り組むことができていた。 

▲子供の決定を尊重しつつも、教科の本質や目標に迫れるように教師が指導性を発揮し、授業や

単元の修正、子供が気付かない部分の意図的な提示等による思考のゆさぶりを大切にしたい。 

 ▲作った足場を意図的に外すことで、徐々に模倣から自らの学びを調整できるように、教師の  

支援を考える必要がある。 

 

②○講師を招聘した際には、学級担任だけでなく、養護教諭、学校図書館司書等、全職員で研修を

実施した。「なぜこの研究が必要なのか」を全職員で考えることで、授業改善に取り組む意識が

高まった。 

 ○学習の進捗が可視化されることで子供にとっては取り組むことが明確になり、自分のペースで

学習を進めやすい。また、教師も日常的に授業改善に取り組む意識が高まった。 

○学習の進捗シートを活用することで、伴走が必要な子供に即時に対応したり、自分で進める  

子供に発展的な学習を促したりできた。 

▲振り返りの質の向上を目指したい。振り返りを書くことが目的ではないため、子供が振り返り

の目的や効果を見いだせる指導を続けていくことが必要である。 

 

③○資料作成、目標設定、反省等においてクラウド活用が日常的になった。 

○新たな学びに向けて、職員室での対話が活発になった。悩みや希望が共有できた。 

 ○共同編集や生成 AI を活用した研究の反省、指導案作成や日常のデータによる記録をそのまま 

生かした研究紀要作成等により、効率的・効果的に校内研究を進めることができた。 

 ○指導主事をはじめ、多くの方に授業を見てもらうことで、教師も子供も慣れ、どのような状況

でも変わりなく授業ができるようになった。 

 ▲共同編集による指導案の作成により、全体の把握や調整はできるようになった反面、それぞれ

の指導案については、個人での検討になることが多かった。一つの指導案を全員で検討する  

ことの意義も感じられた。 

 

④その他 

 ○全ての学習において、同じような学びの姿にすることが目的ではない。一斉か個別かという  

方法論ではなく、子供が授業を通して生き生きとした表情になり、資質・能力の育成につなが

る学びとなるように、授業をアップデートしていくことを今後も大切にしたい。 



【子供の自己決定場面を、学年の実態や教科の特性に応じて設定していく】

「子供主体の授業づくり」の事例について

【北杜市立明野小学校】

学年の実態、教科の特性に応じて

説明文：自動車くらべ 似た意味・反対の意味の言葉 漢字学習

物語文：ごんぎつね 図表を使った説明文を書く 日本文化の魅力を伝える文を書く

本事例のPoint

・様々な自己調整につなげる
・子供主体の授業へ

➢ 目標の決定
➢ 人・もの・ことの決定
➢ 場所・時間・順序の決定
➢ 学習コンテンツの決定 等

・決定は子供に委ねる
・条件下の裁量を与えていく
・目標に迫れるように教師は価値付け・ファシリテート

成果（〇）と課題（▲）
〇何度も経験を積ませることで、徐々に学習の目的に
応じた決定が自らできるような様子が見られるようになってきた。

▲子供の決定を尊重しつつも、目標に迫れるように教師が
   指導性を発揮し、授業や単元の修正、子供が気付かない
   部分の意図的な提示等による思考のゆさぶりを大切にしたい。

➢ 様々な自己決定の場面の設定

本事例の概要



【子供の自己調整、教師の授業構想や見取りを支える】
～学習の流れの先出し・進捗シートの活用～

「子供主体の授業づくり」の事例について

【北杜市立明野小学校】

➢ 授業フレームの先出し
➢ 進捗シートの活用

・子供も教師も自己調整
・教師の授業づくりに生かす
・教師の見取りの一資料に

➢ １時間の授業や単元の見通しを示す
➢ 全員の学習進捗状況を即時チェック

・子供が時間を意識する
・子供が他者の学習状況を参照し、自らの学習の調整に生かす
・教師は即時にフィードバックが可能
・教師は次時の授業や評価に生かす

成果（〇）と課題（▲）
○子供にとっては取り組むことが明確になり、自分のペースで
学習を進めやすい。教師も日常的に授業改善に取り組み

   やすくなる。
○進捗シートを活用することで、伴走が必要な子供に
即時に対応したり、自分で学習を進められる子供に発展的な

   学習を促したりできる。
▲振り返りの質の向上を目指したい。

学習の流れを先に示す（クラウド共有）

学習の流れを先に示す
（ホワイトボード）

進捗シートで見取る・価値付ける

自己決定とも関連
リンクの活用
複数の学習をセットで示す

本事例のPoint

本事例の概要



【教職員全員が主体性を発揮できる校内研への転換】
～チームで悩み、思考、更新し続ける職場へ～

「子供主体の授業づくり」の事例について

【北杜市立明野小学校】

成果（〇）
○資料作成、目標設定、反省等においてクラウド活用が日常的
になった。

○新たな学びに向けて、職員室での対話が活発になった。

共同編集で単元を構想

多くの方に授業を参観してもらう

➢ 教師の個の強みを生かす
➢ 教師も協働的に創造する
➢ 教師もクラウド活用をする

・チームとして力量が高まる
・共に悩み、思考し、更新

➢ 教師のマインドセット・自己調整
➢ ミニ校内研や日常場面での対話
➢ 指導主事等による日常的な支援体制
➢ 共同編集の活用

・目標に向かい、時間や学び方を調整。
・全学級で授業を公開。
・みんなでやるから悩みや達成感が共有できる
・外部の方に普段の授業を見てもらい、即時授業改善

１０回

１１０人

校内研のときだけ？
理論研究のときだけ？
もったいない

本事例のPoint

本事例の概要
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